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【
連
合
通
信
社
】
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
除

菌
・
消
毒
・
手
指
洗
浄
を
目
的

と
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
商
品

が
多
く
出
回
っ
て
い
ま
す
。
購

入
時
に
迷
い
ま
す
が
、
厚
生
労

働
省
や
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は

「
医
薬
品
」
「
医
薬
部
外
品
」

と
表
示
さ
れ
た
商
品
の
使
用
を

勧
め
て
い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ん
だ
商
品

は
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
の
ほ

か
、
「
化
粧
品
」
「
雑
品
」
に

分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
で

き
る
範
囲
や
効
能
効
果
に
違
い

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
、
医

薬
品
や
医
薬
部
外
品
は
品
質
や

有
効
性
、
人
体
へ
の
安
全
性
が

確
認
さ
れ
、
厚
労
相
な
ど
の
承

認
を
受
け
て
お
り
、
手
指
な
ど

の
消
毒
に
適
切
と
さ
れ
ま
す
。

医
薬
品
や
医
薬
部
外
品
が
入

手
で
き
な
い
時
は
、
表
示
を
参

考
に
し
て
、
厚
労
省
が
容
認
す

る
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
60
％
以
上

の
も
の
を
選
び
ま
す
。
「
雑

品
」
は
基
本
的
に
手
指
の
消
毒

を
目
的
と
し
て
い
な
い
た
め
、

注
意
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

【
組
織
部
発
】
９
月
30
日
、
秋
の
拡
大
中
間

決
起
集
会
を
支
部
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

本
部
か
ら
芳
井
常
任
中
執
が
激
励
に
来
て
下

さ
り
、
後
半
戦
に
向
け
て
参
加
者
全
員
で
最
後

ま
で
頑
張
る
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

１
月
１
日
現
勢
２
０
１
７
人
に
対
し
１
９
８

８
人
で
折
り
返
し
、
秋
の
拡
大
目
標
は
71
人
の

と
こ
ろ
28
人
の
到
達
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
目
標
を
達
成
し
て
い
る
分
会
は
荒
川

分
会
が
12
人
の
拡
大
で
超
過
達
成
、
町
屋
南
分

会
、
レ
デ
ィ
ー
ス
荒
川
は
節
目
標
を
達
成
し
て

い
ま
す
。

残
さ
れ
た
行
動
日
も
わ
ず
か
と
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
行
動
が
制
限
さ
れ
難
し
い
中
、
支

部
目
標
の
達
成
に
向
け
、
全
分
会
で
最
後
ま
で

奮
闘
し
、
打
上
式
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

【
書
記
局
】
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
従
来
の
や
り
方
で
は
飲
食

に
よ
る
接
触
で
の
感
染
リ
ス
ク

や
３
密
を
回
避
で
き
な
い
為
、

参
加
要
請
と
開
催
方
法
に
つ
い

て
限
定
し
、
拡
大
推
進
委
員
会

と
兼
ね
て
決
起
集
会
を
行
い
、

意
思
統
一
と
表
彰
を
行
い
ま
し

た
。表

彰
は
第
４
次
行
動
終
了
時

点
で
訪
問
（
電
話
か
け
）
が
多

か
っ
た
分
会
と
し
て
西
尾
久
分

会
（
86
件
）
、
南
千
住
分
会

（
66
件
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
10
月
現
勢
が
１
月

現
勢
に
対
し
て
実
増
し
た
分
会

と
し
て
、
荒
川
分
会
（
＋

８
）
、
事
業
所
分
会
（
＋
11
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

第
４
次
行
動
終
了
時
点
で
拡
大

率
上
位
の
分
会
と
し
て
、
荒
川

分
会
（
１
２
０
％
）
、
町
屋
南

分
会
（
57
％
）
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

後
半
の
取
組
み
で
は
引
き
続

き
、
困
っ
た
仲
間
の
声
を
拾
い

上
げ
る
た
め
に
全
組
合
員
・
事

業
所
に
対
話
（
可
能
な
範
囲
で

訪
問
・
群
会
議
・
電
話
・
メ
ー

ル
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
）
を
行
い
ま

す
。
訪
問
時
に
は
雇
用
調
整
助

成
金
や
持
続
化
給
付
金
、
家
賃

支
援
金
な
ど
申
請
が
で
き
る
対

象
に
な
っ
て
い
て
も
、
申
請
の

方
法
な
ど
が
わ
か
ら
ず
困
っ
て

い
る
仲
間
、
制
度
自
体
を
知
ら

な
い
仲
間
が
い
な
い
か
も
徹
底

し
て
聞
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

８
月
に
行
わ
れ
た
拡
大
決
起

集
会
で
本
部
常
任
中
央
執
行
委

員
の
芳
井
武
さ
ん
の
「
創
意
工

拡大表彰を受ける荒川分会の加藤正雄さん

後継者デー」を成功させ を

残りの拡大行動スケジュール

電話掛け＝東尾久２分会

ポスター貼り＝日暮里２分会

電話掛け＝町屋南分会

各
分
会
の
様
子

夫
」
の
激
励
か
ら
、
各
分
会
は

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
自
分
た
ち

が
や
れ
る
こ
と
を
話
し
合
い
、

電
話
掛
け
、
ア
ポ
を
と
っ
て
か

ら
の
訪
問
、
密
に
な
ら
な
い
よ

う
に
拡
大
行
動
を
心
が
け
行
っ

て
い
ま
す
。
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救急の日
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支援集会で早期全面解決を訴える神奈川の仲間

場
で
、
作
業
員
と
家
族
・
近
隣

住
民
が
相
次
い
で
ア
ス
ベ
ス
ト

肺
に
な
る
事
件
を
起
こ
し
て
い

ま
す
。

通
称
「
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

が
原
因
で
日
本
国
内
で
は
、
ア

ス
ベ
ス
ト
を
輸
入
し
て
は
い
け

な
い
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
製
品

を
製
造
又
は
販
売
し
て
は
い
け

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(

株)

ク
ボ
タ
は
、
作
業
員

と
家
族
・
近
隣
住
民
と
和
解
し

ま
し
た
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

製
品
を
建
設
現
場
で
使
用
し
た

建
設
作
業
者
が
ア
ス
ベ
ス
ト
肺

を
発
症
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
い
ま
だ
に
謝
罪
し
て
い
ま

せ
ん
。

８
月
28
日
・
９
月
４
日
に
東

京
高
裁
で
、
東
京
２
陣
、
神
奈

川
２
陣
の
判
決
が
出
ま
し
た
。

国
と
企
業
に
対
し
て
全
面
勝
利

で
す
。
特
筆
す
べ
き
は
一
人
親

方
の
労
働
者
性
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
で
す
。

国
と
企
業
は
判
決
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
早
く
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
者
を
救
済
す
べ
き
で
す
。

【
荒
川
＝
磯
部
正
三
記
者
】

９
月
４
日
、
首
都
圏
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
・
東
京
２
陣
の
判

決
が
出
さ
れ
、
先
週
に
出
さ
れ

た
神
奈
川
２
陣
判
決
同
様
に
国

の
責
任
を
認
め
、
一
人
親
方
も

救
済
、
メ
ー
カ
ー
側
５
社
に
は

賠
償
責
任
を
認
め
る
判
決
が
出

さ
れ
、
総
額
約
13
億
円
の
支
払

い
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
統
一

本
部
の
中
村
本
部
長
は
「
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
で
は
す
で
に
原
告

の
７
割
が
、
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
被
害
者
補
償
基
金
創
設
に

よ
る
全
面
解
決
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
国
は
14
連
敗
し
て

い
る
。
菅
新
政
権
に
は
早
急
に

も
責
任
あ
る
判
断
を
し
て
欲
し

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
判
決
の
様
子
も
神
奈
川

２
陣
と
同
様
に
ネ
ッ
ト
で
動
画

配
信
さ
れ
、
参
加
で
き
な
い
仲

間
に
も
勝
利
の
瞬
間
が
共
有
さ

れ
ま
し
た
。

９
月
18
日
京
橋
に
あ
る
㈱
ク

ボ
タ
本
社
前
で
、
一
日
も
早
く

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
に
謝
罪
せ

よ
と
の
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

支
部
か
ら
は
３
人
、
全
体
で

１
５
０
人
余
が
参
加
し
ま
し

た
。

(

株)

ク
ボ
タ
は
、
２
０
０

６
年
に
兵
庫
県
尼
崎
に
あ
る
工

【
金
史
樹
＝
書
記
局
】
９
月

９
日
、
救
急
の
日
は
救
急
業
務

及
び
救
急
医
療
に
対
す
る
市
民

の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
一
層

深
め
、
「
救
命
の
連
鎖
」
の
必

要
性
と
重
要
性
を
広
く
伝
え
る

こ
と
、
救
急
隊
員
の
更
な
る
意

識
の
高
揚
を
図
り
、
効
果
的
な

救
急
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
さ
れ
、
昭
和
57
年
に
定
め
ら

れ
、
「
救
急
医
療
週
間
」
と
し

て
い
ま
す
。

荒
川
支
部
は
こ
の
10
年
間
、

救
命
講
習
を
荒
川
消
防
署
に
依

頼
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
は
チ
ー
ム
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ

Ｕ
と
一
緒
に
な
っ
て
講
習
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
多
年
に
わ

た
る
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
感

謝
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

感
謝
状
は
チ
ー
ム
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｚ
Ｕ
の
平
本
隆
隊
長
が
受
け
取

り
「
こ
れ
か
ら
も
、
救
命
講
習

を
多
く
の
仲
間
が
受
講
す
る
よ

う
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
」
と

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

多
年
の
取
組
み
が
評
価

荒
川
消
防
署
よ
り
感
謝
状

感謝状を受けとるチームＮＡＭＡＺＵの平本隆隊長

建設アスベスト訴訟

総額約13億円の賠償命令

国とメーカーに責任認める

高齢者インフルエンザ予防接種
が無料になります

東
京
都
の
小
池
百
合
子
知
事
は

9
月
2
日
、
高
齢
者
施
設
や
障

害
者
施
設
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
ぐ
、
東

京
都
独
自
の
検
査
費
用
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
案
を
、

9
月
18
日
に
開
会
す
る
東
京
都

議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
東
京
都
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
同
時
に
流
行
し
た
場

合
、
患
者
の
重
症
化
や
医
療
機

関
の
負
担
が
増
え
る
恐
れ
が
あ

る
と
し
て
、
60
歳
以
上
で
基
礎

疾
患
が
あ
る
人
と
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
を
今
年
度
限

り
、
実
質
無
料
と
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

お
手
元
に
届
い
た
接
種
予
診

票
に
「
２
，
５
０
０
円
」
と
印

字
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
今

年
度
は
無
料
で
接
種
で
き
ま

す
。

■
実
施
期
間

令
和
２
年
10
月
１
日
（
木

曜
）
か
ら
令
和
３
年
１
月
31
日

（
日
曜
）
ま
で
。

■
接
種
場
所

荒
川
区
内
協
力
医
療
機
関
ま

た
は
東
京
23
区
内
の
協
力
医
療

機
関
。
23
区
内
の
協
力
機
関
以

外
で
接
種
す
る
場
合
は
区
の
健

康
推
進
課
健
康
推
進
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

荒
川
区

【
荒
川
＝
並
木
義
男
記

者
】
秋
の
空
気
を
肌
に
感

じ
て
荒
川
自
然
公
園
に
散

歩
に
行
き
ま
し
た
。

池
の
側
に
は
ス
ス
キ
が

見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
ま

す
。
植
物
に
も
秋
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

ス
ス
キ
は
秋
の
七
草
の

一
つ
で
、
花
言
葉
は
「
活

力
」
で
生
命
力
の
強
さ
に

由
来
す
る
と
言
わ
れ
ま

す
。
黄
金
色
の
ス
ス
キ
の

穂
が
風
に
揺
れ
る
姿
は
、

と
て
も
情
緒
を
感
じ
ま

す
。

秋
の
訪
れ

ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
者
支
援
集
会

【
日
暮
里
一
＝
堀
井
一
記

者
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
り
、
仕
事
に
大

き
な
影
響
を
受
け
る
事
業
者
の

持
続
の
糧
と
し
て
給
付
さ
れ
る

「
持
続
化
給
付
金
」
。
分
会
の

桜
田
工
務
店
の
社
長
さ
ん
も
、

申
請
か
ら
僅
か
１
週
間
足
ら
ず

で
受
給
出
来
て
大
変
喜
ん
で
い

ま
す
。
受
給
申
請
は
、
支
部
の

相
談
会
で
、
ス
マ
ホ
入
力
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
お
か
げ
で

ス
ム
ー
ズ
に
申
請
で
き
た
そ
う

で
す
。
そ
う
言
う
私
も
受
給
者

で
助
か
っ
た
１
人
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
「
持
続
化
給

付
金
」
は
、
課
税
対
象
で
す
。

雑
収
入
と
し
て
入
金
時
に
は
計

上
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
税
は
課
税
対
象
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

間
違
っ
て
も
個
人
の
遊
興
や

高
額
旅
行
な
ど
に
消
費
し
て
は

ダ
メ
で
す
。
苦
し
い
中
、
こ
の

受
給
で
一
息
つ
け
た
か
ら
に

は
、
工
夫
と
努
力
を
重
ね
が
ん

ば
っ
て
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

支部で持続化給付金の
申請相談にのっています

とても助かりました
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荒
川
社
会
保
障
推
進
協
議
会

は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

そ
の
後
も
感
染
拡
大
が
続
き
、

区
民
の
命
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
。
区
内
の
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染

は
な
ん
と
し
て
も
食
い
止
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
報
告
。

今
回
の
要
望
書
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
無
料
で

受

け

ら

れ

る
。
感
染
拡

大
で
も
物
価

は
上
昇
し
、

区
民
は
困
窮

し
て
い
る
こ

と
か
ら
区
独

自
の
給
付
金

制
度
を
区
民

全
員
対
象
と

し
て
実
施
し

て
ほ
し
い
。

今
後
ま
す
ま

す
生
活
保
護

申
請
が
増
え

る
こ
と
が
予

想

さ

れ

る

２０２０年１０月１０日 第６２４号

【
社
会
保
障
対
策
部
発
】

９
月
４
日
、
荒
川
社
会
保
障

推
進
協
議
会
は
荒
川
区
に
２

回
目
と
な
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。
土
建
か
ら

は
書
記
の
２
人
が
同
席
し
ま

し
た
。

要望書を区に提出する社保協加盟団体

新型コロナウイルス対策について
区に２回目の要望書を提出

荒
川
社
保
協

為
、
受
け
や
す
く
し
て
ほ
し

い
。
難
聴
の
方
は
社
会
的
に
も

孤
立
し
認
知
症
の
リ
ス
ク
も
高

い
と
言
わ
れ
て
い
る
為
、
補
聴

器
も
高
額
と
な
る
こ
と
か
ら
、

助
成
制
度
も
創
っ
て
ほ
し
い
等

を
区
に
提
出
し
ま
し
た
。

土
建
を
代
表
し
て
船
橋
書
記

か
ら
は
区
内
の
公
共
工
事
の
感

染
防
止
策
の
実
態
、
建
設
業
に

お
い
て
も
感
染
防
止
協
力
金
の

補
助
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
東
京

都
と
国
へ
働
き
か
け
を
し
て
ほ

し
い
と
要
望
を
し
ま
し
た
。

区
か
ら
は
こ
の
間
、
対
策
本

部
を
設
置
し
相
談
窓
口
な
ど
を

設
置
し
た
。
区
の
財
源
の
な
か

で
で
き
る
こ
と
を
最
大
限
に
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
総
が
か
り
行
動

【
西
尾
久
＝
増
山
國
吉
記

者
】
９
月
19
日
、
安
倍
９
条
改

憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
と
総
が
か
り
行
動
が
、
国
会

正
門
前
で
安
保
法
制
（
戦
争

法
）
の
廃
止
や
改
憲
阻
止
な
ど

を
訴
え
る
大
集
会
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
日
は
自
民
党
・
公
明

党
が
憲
法
違
反
の
安
保
法
案
を

強
行
成
立
さ
せ
て
か
ら
ち
ょ
う

ど
５
年
目
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
全
国
か
ら
３
５
０
０
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。
荒
川
支
部
か

ら
は
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
総

が
か
り
行
動
共
同
代
表
の
小
田

川
義
和
さ
ん
が
、
「
（
安
倍
政

治
を
引
き
継
い
だ
菅
政
権
の
）

改
憲
策
動
に
終
止
符
を
打
ち
、

戦
争
法
廃
止
、
野
党
共
闘
に
よ

る
政
権
を
私
た
ち
の
力
で
つ
く

り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

野
党
か
ら
は
、
日
本
共
産
党

の
志
位
和
夫
委
員
長
、
立
憲
民

主
党
の
辻
元
清
美
副
代
表
、
社

民
党
の
福
島
瑞
穂
党
首
が
連
帯

の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

政
府
は
、
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ

ア
を
断
念
し
た
が
、
今
度
は

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の
保
有

を
主
張
。
「
敵
基
地
攻
撃
能

力
」
は
、
安
保
法
（
戦
争
法
）

に
基
づ
く
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
と
先
制
攻
撃
で
あ
り
、
憲
法

違
反
で
す
。
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
、
「
こ
の
点

で
も
安
保
法
制
を
続

け
さ
せ
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
き
れ
い

さ
っ
ぱ
り
廃
止
し
、

立
憲
主
義
を
回
復
し

よ
う
」
「
野
党
が
共

闘
し
て
政
権
交
代
を

成
し
遂
げ
、
安
倍
政

権
の
『
負
の
遺
産
』

を
す
べ
て
一
掃
し
て

新
し
い
政
治
を
つ
く

り
だ
そ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

国会正門前で改憲阻止を訴える様子

お問い合わせは中央労金荒川支店までTEL03-3891-9311
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【
日
暮
里
一
＝
堀
井
一
記

者
】
今
回
、
荒
川
支
部
の
功

労
者
で
あ
る
「
濱
田
和
男
」

さ
ん
（
南
千
住
分
会
）
を
お

訪
ね
し
て
、
今
年
で
55
年
目

の
東
京
土
建
組
合
員
と
し

て
、
思
い
出
な
ど
を
聞
き
ま

し
た
。
濱
田
さ
ん
は
、
昭
和

16
年
12
月
12
日
に
浅
草
寿
町

１
丁
目
１
番
地
で
塗
装
業
の

三
代
目
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。そ

の
誕
生
日
の
僅
か
４
日

前
に
は
日
本
軍
真
珠
湾
攻
撃

の
「
ト
ラ
ト
ラ
ト
ラ
！
」
の

号
砲
が
日
米
開
戦
の
幕
開
け

で
し
た
。

そ
ん
な
濱
田
さ
ん
は
塗
装

業
職
人
と
し
て
頑
張
り
、
南

千
住
分
会
で
、
当
時
分
会
長

を
、
そ
し
て
支
部
で
は

副
委
員
長
、
ま
た
事
業

所
対
策
委
員
長
、
荒
川

区
労
評
副
議
長
、
他
に

数
多
く
の
専
門
部
長
と

な
り
活
躍
し
ま
し
た
。

現
在
は
荒
川
支
部
の

シ
ニ
ア
の
会
「
荒
友

会
」
会
長
と
し
て
、
シ

ニ
ア
の
活
動
を
活
発
に

し
よ
う
と
シ
ニ
ア
東
部

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
な
ど
で

訴
え
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

は
、
大
型
オ
ー
ト
バ
イ
を
乗

り
こ
な
し
、
特
に
骨
董
品
収

集
で
は
、
家
中
が
骨
董
だ
ら

け
に
な
る
程
好
き
で
「
何
で

も
鑑
定
団
」
に
出
せ
れ
ば
良

い
で
す
ね
。

ま
た
、
俳
句
を
趣
味
と
し

て
ご
夫
婦
で
楽
し
み
、
２
０

０
２
年
に
は
「
寒
風
に
見
積

り
素
手
に
握
り
し
め
」
の
俳

句
で
本
部
金
賞
を
受
賞
さ
れ

支
部
に
飾
ら
れ
て
居
ま
す
。

２０２０年１０月１０日 第６２４号

『82年生まれ、キム・ジヨン』

キム・ドヨン監督

１
９
８
２
年
生
ま
れ
の
韓

国
女
性
で
最
も
多
い
「
ジ
ヨ

ン
」
と
い
う
名
前
を
持
つ
平

凡
な
女
性
が
主
人
公
。
少
女

時
代
か
ら
の
半
生
に
、
時
々

の
社
会
問
題
を
織
り
交
ぜ
な

が
ら
、
女
性
で
あ
る
が
ゆ
え

に
負
わ
さ
れ
る
重
圧
や
生
き

づ
ら
さ
を
描
い
た
話
題
の
作

品
で
す
。
結
婚
・
出
産
を
機

に
仕
事
を
辞
め
、
育
児
と
家

事
に
追
わ
れ
る
日
々
。
（
チ

ョ
ン
・
ユ
ミ
）
。
夫
の
デ
ヒ

ョ
ン
（
コ
ン
・
ユ
）
は
、
妻

が
最
近
、
他
人
が
乗
り
移
っ

た
よ
う
な
言
動
を
取
り
、
し

か
も
そ
の
時
の
記
憶
を
失
っ

て
い
る
こ
と
を
心
配
し
ま

す
。あ

る
時
は
実
母
に
な
り
、

別
の
時
に
は
す
で
に
亡
く
な

っ
て
い
る
共
通
の
友
人
、
そ

し
て
あ
る
日
、
祖
母
に
な
っ

て
母
に
語
り
か
け
…
。

韓
国
で
１
３
０
万
部
、
日

本
で
も
17
万
部
と
異
例
の
大

ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
多
く
の
女

性
の
共
感
を
呼
ん
だ
原
作
の

映
画
化
で
す
。
10
月
９
日
か

ら
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
。

Ⓒ
2020

LOTTE
ENTERTAINMENT

All
Rights

Reserved.

【
南
千
住
＝
竹
達
浩
記
者
】

社
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
猛
威
に
曝
さ
れ
て
い
る
さ
な

か
の
、
安
倍
首
相
の
政
権
放
棄

に
よ
る
政
権
交
代
の
茶
番
劇

で
、
菅
新
首
相
は
開
口
一
番
に

政
策
は
前
政
権
の
政
策
を
継
承

す
る
と
言
明
し
ま
し
た
。

問
題
は
、
政
治
的
空
白
に
よ

る
社
会
的
混
乱
の
中
に
あ
っ
て

も
、
日
本
の
一
連
の
安
全
保
障

関
連
法
に
よ
っ
て
、
国
民
の
知

ら
な
い
と
こ
ろ
で
日
米
同
盟
が

深
化
し
、
日
本
が
不
測
の
事
態

に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
が
増
大

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
で
９

月
19
日
～
22
日
ま
で
、
反
戦
を

掲
げ
草
の
根
の
運
動
を
し
て
い

る
、
戦
場
体
験
放
映
保
存
の
会

主
催
に
よ
る
「
戦
場
体
験
者
と

出
会
え
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
茶
話
会
」

が
、
浅
草
公
会
堂
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

語
り
部
の
谷
口
末
広
さ
ん

は
、
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年

10
月
19
日
に
鳥
取
県
に
生
ま
れ

ま
し
た
。

１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
１

月
10
日
22
歳
の
時
に
現
役
兵
と

し
て
入
営
、
関
東
軍
10
師
団
輜

重
（
し
ち
ょ
う
・
軍
需
物
資
を

運
ぶ
こ
と
）
10
連
隊
で
満
州
に

配
属
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
６

月
初
め
、
南
方
方
面
の
戦
況
が

平

和

の

中

の

影

ン
グ
熱
に
次
々
と
斃
（
た
お
）

れ
る
者
が
で
て
き
た
。
我
が
班

の
召
集
兵
も
マ
ラ
リ
ア
に
倒
れ

自
分
が
面
倒
を
見
た
が
、
甲
斐

な
く
最
後
は
「
谷
口
班
長
殿
、

お
母
さ
ん
が
迎
え
に
来
ま
し

た
、
お
母
さ
ん
が
迎
え
に
来
ま

し
た
」
と
手
を
握
っ
て
死
ん

だ
。荷

役
行
軍
も
島
の
中
央
に
近

づ
く
と
、
他
の
部
隊
も
追
わ
れ

て
来
て
ど
の
部
隊
と
も
分
か
ら

な
い
、
３
～
４
人
ず
つ
が
斃
れ

て
い
る
。
毎
日
ス
コ
ー
ル
が
来

る
の
で
木
と
木
の
間
に
天
幕
を

張
り
、
そ
の
中
で
も
死
ん
で
い

る
、
あ
ち
こ
ち
で
死
ん
で
い

る
。早

く
斃
れ
た
も
の
は
頭
や
手

が
白
骨
化
し
た
も
の
、
ウ
ジ
虫

が
湧
い
て
い
る
も
の
、
そ
の
様

相
は
地
獄
絵
図
で
す
。

我
々
補
給
中
隊
が
背
負
っ
て

運
ん
で
い
る
の
は
部
隊
の
物
資

で
あ
る
、
ど
ん
な
に
飢
え
て
ひ

も
じ
い
思
い
を
し
て
も
そ
れ
を

盗
っ
た
ら
厳
罰
が
下
る
が
、
死

人
の
物
は
盗
っ
て
も
見
逃
さ
れ

て
い
た
。

死
人
か
ら
も
の
を
と
っ
て
食

べ
る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
き

た
。
死
人
の
ポ
ケ
ッ
ト
を
探
っ

て
み
る
、
雑
ノ
ウ
の
中
を
探
し

欲
し
い
物
は
な
ん
で
も
取
り
、

ま
た
、
服
・
靴
な
ど
を
取
る
者

も
い
る
。

極
限
状
態
に
置
か
れ
た
人
間

模
様
で
あ
る
、
死
人
と
は
い
え

同
胞
に
対
す
る
尊
厳
も
な
く
、

倫
理
も
な
く
あ
る
も
の
は
人
面

獣
心
だ
け
で
あ
っ
た
。

（
次
号
へ
つ
づ
く
）

厳
し
く
な
り
第
１
３
３
飛
行
大

隊
補
給
中
隊
に
転
属
に
な
り
、

北
の
満
州
か
ら
南
の
フ
イ
リ
ピ

ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
に
転
進

し
、
１
９
４
４
年
８
月
15
日
ミ

ン
ダ
ナ
オ
島
北
端
に
上
陸
し
ま

し
た
。

物
資
は
島
中
央
部
の
バ
レ
ン

シ
ア
飛
行
場
に
搬
送
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
が
、
車
輌
で
運

ぶ
こ
と
は
連
合
軍
の
標
的
に
な

る
の
で
、
人
力
に
よ
る
山
中
運

送
と
な
り
車
輌
は
焼
却
し
て
大

勢
の
現
地
民
を
動
員
し
た
。

あ
る
日
の
朝
、
起
き
た
ら
荷

役
の
現
地
民
は
一
人
も
い
な
く

な
っ
て
い
た
。
警
備
中
隊
中
隊

長
は
、
「
我
々
の
行
き
先
を
知

っ
て
い
る
は
ず
だ
。
先
回
り
さ

れ
た
ら
や
ら
れ
る
、
追
い
か
け

て
殺
そ
う
」
と
言
っ
た
が
、
こ

れ
ま
で
こ
れ
ほ
ど
協
力
し
て
く

れ
た
の
だ
見
逃
そ
う
と
、
大
隊

長
が
言
っ
て
く
れ
た
の
で
我
々

は
後
に
戦
犯
と
な
ら
ず
に
済
ん

だ
。荷

役
の
退
散
に
よ
っ
て
荷
物

は
や
せ
衰
え
た
自
分
た
ち
が
運

ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
食
料
も
な

く
、
そ
の
上
に
マ
ラ
リ
ア
・
デ

北
か
ら
南
へ

※
１
９
４
５
年
２
月
当

時
、
フ
イ
リ
ピ
ン
・
レ
イ
テ

イ
島
の
戦
い
は
日
本
軍
の
敗

北
で
終
結
し
、
ル
ソ
ン
島
の

戦
い
も
峠
を
越
え
て
い
た
。

フ
イ
リ
ピ
ン
の
日
本
軍
は

戦
力
の
大
半
を
失
い
、
連
合

国
軍
は
フ
イ
リ
ピ
ン
諸
島
一

帯
の
制
空
権
・
制
海
権
の
掌

握
に
成
功
し
て
い
た
。

人
面
獣
心

倫
理
は
な
い

生
き
地
獄
で
あ
っ
た
「
語
ら
ず
に
死
ね
る
か
」

WEB茶話会の様子

54濱田 和男（南千住分会）

メーデ制作では中心の１人として活躍しました

応募頂いた中から抽選で１名様に差し上げます

教宣部プレゼントコーナー♪

令
和
２
年

７
月
１
日
よ

り
全
国
で
一
律
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
買
物
袋
の
有
料

化
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

荒
川
支
部
に
所
属
す
る

畳
屋
の
組
合
員
さ
ん
か
ら

畳
の
「
へ
り
」
で
つ
く
っ

た
手
作
り
エ
コ
バ
ッ
ク
と

オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ス
タ
ー

を
支
部
に
寄
付
し
て
く
れ

ま
し
た
！

新
聞
を
見
て
電
話
し
ま

し
た
と
応
募
し
て
く
だ
さ

っ
た
中
か
ら
抽
選
で
１
名

の
組
合
員
さ
ん
に
差
し
上

げ
ま
す
の
で
支
部
ま
で
応

募
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

戦
犯
に
な
ら
ず
に
す
ん
だ

地
獄
絵
図
で
す
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